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論文内容要旨
 西日本,北西九州・北松浦玄武岩類の分布地域は,環日本アルカリ岩石区の南藤端に位置する。
 本地域の古期岩類からなる基盤は,南頭方に分布する西彼杵半島の結晶片岩類,北東方の三郡変成
 岩類沿よび花樹閃緑岩頚である。これらを基盤とする第三系は,下位から相知層群,杵島層群,佐
 世保屑群,野島薦群蔚よび田平暦(平戸屠)の順に,東方から西方に向って順次上位の地層が露出
 している。それらの地質時代は漸新世から中新世に及んでいる。第三系は,東部の微褶曲地帯と,
 西部の盆状構造とに分けられる。後者の地域には佐々胡断屡がみられる。
 褶曲構造がほぼ完成した後に、著しい北西一南東方向の断層運動が行なわれこの構造線に沿って
 玄武岩類の噴出が行なわれた。玄武岩類は休止期を挟んで幾度もの噴火活動を行なって累積した。
 玄武岩類の厚さは,火山砕屑物を含めて最大300m,分布面積は250㎞2そして噴笛量は齢よそ49
 ㎞3に及び,酋田本玄武岩類の半分に達している。
 これらの玄武岩類は,火山層序学的ならびに古地磁気学的方法によって,5つのグループに分類
 された。火山屡序学的方法に対しては,玄武岩類に挾まれている上・下砂礫層沿よび石英安山岩質
 凝灰岩屡が重要な鍵膚となっている。また,岩石の自然残留磁性を絹いた古地磁気学的方法による
 熔岩類の対比は,2,3の例外を除いてよい一致をみた。5つのグルーブは下位から上位に,逆
 「強)・正・正(強)・逆および正(弱)の帯磁を示している。これらの残留磁性によってえられ
 た各グループの磁極の方向,あるいは礫岩層の存在などによって示される火山活動の休止期などか
 ら,玄武岩類が単純な連続的噴火活動によって形成されたものではないことが認められた。つまり,
 それらは鮮新世帯期から洪積世にかけて,かな匂長い時代を通じて活動したものと考えられる。
 計算された各グループの玄武岩類の噴出量から,グループの∬,服2沿よびyが論よそ12～鰺㎞3
 の噴出量をもつて,本地域の主要な活動となってかり,またグループの1・賑沿よびVが寿よそ
 2㎞3以下の噴出量をもつて,寄生的活動にすぎないことを示していることが認められた。
 本地域は環8太海アルカリ岩石区と環太平洋造山帯とにまたがっているために,噴出量に差があ
 っても種々の岩系の岩石が分布している。すなわち,火d」層序学的に最下位のノレイアイト質な特
 徴をもつた極少量の玄武岩頚(グループ1)の活動にはじま匂,次いで本格的な火山活動に入って,
 主要な活動のアルカリ岩系に属する火山岩類が数度の休止期を挾んで噴出した(グループE～W)。
 最後は,強い混成作用の影響を受けて生成されたカルク・アルカリ岩系の火山岩類の活動で終って
 いる。(グループV)o
 換言すれぱ,この一連の火山活動に論いて,過飽和玄武岩マグマの活動にはじま匂,次第に強い
 不飽和玄武岩マグマの活動に移行し,次いで逆に弱い不飽和玄武岩マグマの活動を経て,最後に混
 成作用によって生成されたマグマの活動で終るという一つの火山活動の輪廻が認められた。
 玄武岩類の主体をなすアルカリ岩系玄武岩類の主要構成鉱物は,斜長石,アノーノクレース.か
 んらん石・チタン輝石・アルカリ輝石沿よび磁鉄鉱であ匂,また石基にしばしば黒雲母あるいは金
 雲母が産出する。ソレイアイト質岩系玄武岩類の構成鉱物は,斜長石,かんらん石,普通輝石沿よ
 び磁鉄鉱である。カルク・アルカリ岩系の構成鉱物は,斜長石、普通輝石,紫蘇輝石かよび磁鉄鉱
 であり,西日本の同君系との間に大きな差は認められない。各岩系とも分化の着しぐ進んだ岩石は
 産出しない。ピジオン輝石は,カルク・アルカリ岩系の玄武岩あるいは安山岩中の斑晶かんらん石
 の周縁部に反応縁として晶出している。すなわち,アルカリ岩系の玄武岩マグマと異質物質との混
 成作用によって・ピジオン輝石が轟出する場合がある。
 北松浦玄武岩類について,沿よそioO個の化学分析を行なった。玄武岩類のSiαは44～54%
 にわたっている。前述の方法で分類された玄武岩類の各グループは,化学成分にかいて著しい相違
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 が認められる。とくにSl(》に対するアルカリの成分変化では,グループ工沿よび駈は最も低く,
 臨にかいて最も高い価を示している。つまり,グループ1からし皿2の順に了ルカリに富む傾
 向が認められる。またグルーブWは逆にアルカリに乏しくなっている。最後の活動による噴出物の
 グループVは,それらから離れた位置・すなわちSl(》かよびアルカリに富んだカルク・了ルカリ
 岩系の性質を示している。
 結晶分化尺度(SDでみた各化学成分の分化経酪は,各グループによって異なっている。本地
 域のグループ1齢よび賑に属するノレイアイト質玄武岩類は,伊豆・箱根地方のピジオン輝石質
 岩系に比較して,A玉2(必,Na20,K20およびTiO2に富み,Fe2(》+FeO,CaOおよびMnO
 に乏しレ・。また,アルカリ岩系に属し最も強い不飽和岩系であるグループm2は,環日本海アルカ
 リ岩石区の平均値に比較してSiQ2お・よびK蛋)に乏しぐ,Ai2(》お・よびFe2(》に富む傾向が認め
 られる。この他のアルカリ岩系のグループは大きな差がみられない。
 玄武岩類の各グループについてみると,グルーブ脇の強い不飽和岩系は他のグループに比較し
 て,Si(》に乏しぐ,Fe2(玉齢よびTi(》に著しく富んでいる。また,そのグルーブのPe203か
 よびTio2は分化の中期に濃集している。玄武岩類のPeac・ckのアルカリ・石灰指数は各グループ
 毎に異なるが,ソレイアイト質岩系は59,アルカリ岩系は50～54そしてカルク・アルカリ岩系
 は55～56である。このアルカリ岩系の指数は,西日本新生代火山岩類の指数(50～55)とよく
 一致している。久野の提起した高アルミナ玄武岩は本地域には見出されなかった。
 北松浦玄武岩類は前述のように5つのグループに分類され,かつそれぞれ異なった性質を持って
 いる。玄武岩類の噴出量,古地磁気学的性質,あるいは火山活動の連続・不連続性などから,それ
 ぞれのグループは独立したマグマから生成されたものと考えられる。そこで,各種の変化図から推
 定あるいは外挿して本源マグマの成分を求めた。グループ1の本源マグマは,試料数が少ないため
 にえられなかった。それらの本源マグマはすべて不飽和玄武岩マグマである。寄生的活動として噴
 出して,ソレイアイト質玄武岩と呼称している岩石は,極めて弱い不飽和本源マグマに由来するも
 のかもしれない。
 それぞれの本源マグマの化学成分から,その飽和度を求める手段として,O.1.P.W.ノルム計
 算のSio2成分、つまり,ノルム石英の過・不足量を用いた。アルカリ岩系に羅する各グループの
 本源マグマの不飽和度,すなわちノルム石英の不足量は,グループ坪,Eそして眺の順に大きぐ
 なってし・る。
 ハワイ火山の研究によると,火山属序学的に,ソレイアイト岩系の活動に続いてアルカリ岩系の
 活動が行なわれたことが認められている。このマグマの発生した位置は,地球物理学的な研究から
 およそ地下60Kmにあると考えられている。さらに,上記2つの岩系の本源マグマは.それぞれ独
 立に異なった深さで生成され・後期に噴出したアルカη岩系の本源マグマはさらに深所で生成され
 たと考えている研究もある。ハワイ地域でこの活動順序は北松浦玄武岩類の渚動輪廻の前半と類似
 している。
 また,本地域の火山活動の輪廻の後半に認められた弱い不飽和アルカリ岩系とそれに続くカルグ
 アルカリ岩系の活動が、ハワイには認められていないこと,さらに両地域のソレイアイト(あるい
 はノレイアイト質岩石)とアルカリ岩系の岩石との量比が逆、つ蓑リハワイに拾いてはノレイアイ
 ト岩系が活動の主体であるのに対して,太地域ではアルカリ岩系のそれが主要な活動であるという
 大きな相違点がある。これは,本地域が大陸地域の一部であり,しかも環太平洋造山帯との混合岩
 石区であることと,ハワイ地域が海洋地域であるという,岩石区の違いによるものと考えられる。
 北松浦地域に赴いて認められたこの火山活動の一輪廻は,西据本玄武岩類の成因究明のための一
 つの手がかりとなるであろう。
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論文審査要爵
 倉沢一の研究した北松浦玄武岩類は,環田本海アルカリ岩石区の南西端に位置し,基盤岩として
 結晶片岩類,三郡変成岩類及び花崗閃緑岩があ鉱その上部に第三紀漸新世から中新世の地層が東
 から西方に向って順次上位に発達している。これら基盤岩に北西一南東方向の断層運動が行われ,
 この構造線に沿って玄武岩類の噴出が幾回も行われた。この厚さは最大300m,分布面積250㎞2,
 体積は49㎞3に及んでいる。倉沢はこれら玄武岩類を火山層序学的並びに古地磁気学的方法によっ
 つて.5つの群に分類した。各グループの磁極の方向や、礫岩層の存在などにより,玄武岩類は鮮
 新世中期から洪積世に亘り活動したものと考えられ,狂群及ぴ恥群及びN群がその量が多く主な
 活動と考えた。倉沢は更にこの漣の火山活動は過飽和玄武岩マグマ(ノレイアイト質)の活動に
 はじまり,次第に強い不飽和玄武岩マグマ(アルカリ岩系)に移行し,次いで弱い不飽和玄武岩マ
 グマの活動を経て,最後に混成作用によって生成されたマグマ〔カルク・アルカ11岩系)の活動で
 終っていることを認めた。
 倉沢はまた各巻系の詳細な造岩鉱物の検鏡を行い,これらは西日本の同岩系との間に著しい差異
 がなく,この場合各岩系とも分化の著しく進んだ岩石の産出しないことを指摘した。倉沢は更に北
 松浦玄武岩類について,自らかよそ100個につき化学分析を行って種々の化学的特性を明ら力在した。
 Sio2は44～54%に変化し,Peacockのアルカ}1石灰指数は各グルーブ毎に異なるが,ソレイア
 イト質岩系は59、アルカリ岩系は5G～54,カルク・アルカリ岩系は55～56であり,アルカリ
 岩系の指数は西田本新生代火山岩類の指数50～55とよぐ一致していると述べた。北松浦玄武岩類
 は前述のように5つのグループに分類され、それぞれ異なった性質を持っているが,玄武岩類の噴
 出量,古地磁気学的性質,火山活動の連続～不連続性等から,夫々のグルーブは独立したマグマか
 ら生成されたものと考えられると述べ,各種の変化図から推定あるいは外挿して本源マグマの成分
 を求め,それらは総べて不飽和玄武岩マグマであることを指摘した。
 倉沢は最後にハワイの火山の玄武岩の活動との比較を行いハワイのそれはソレイアイト岩系の活
 動が主体であるに対し,本地域ではアルカリ岩系の活動が主であるとし,且つカルク・アルカリ岩
 の活動はハワイには認められないことを述べ,これは本地域が、大陸地域の一部であり,且つ環太
 平洋造山帯との混合岩区であるに対し,ハワイ地域が海洋地域であるという,岩石区の違いによる
 ものであると指摘した。
 尚,参考論文10編は何れも,長崎県五島列島や西部九州及び山陰西部の玄武岩類の化学的研究で
 あ鉱本論文と関連・その基礎となる優秀なものである。
 以上・倉沢一の論文は西日本玄武岩類の半分の量に達している地域を10年に亘る長期間,火山地
 質学的に,古地磁気学的に,岩石学的に,また地球化学的に研究した優秀なものであ頚,審査員一
 同は,本論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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